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19号 永平寺町議会だより ( 2 )

町
民
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し

て
は
益
々
ご
健

勝
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
日

頃
よ
り
町
議
会
に
深
い
ご
理
解
を
賜
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
の
臨
時
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
長

に
選
任
さ
れ
、
誠
に
光
栄
で
あ
り
、
責
任
の
重

さ
を
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

現
在
の
社
会
情
勢
、
経
済
状
況
、
特
に
地
方

は
、
明
ら
か
に
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
地
方
自
治
体
は
、
将
来
を
見
据
え
、

今
、
本
当
に
必
要
な
時
代
に
あ
っ
た
事
業
・
施

策
は
何
か
を
見
極
め
な
が
ら
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
住
民
感
覚
・
住
民
本
位
の
議
会
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
強
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
議
長
と
し
て

｢

監
視
す
る
議
会｣

は

も
と
よ
り

｢

提
案
す
る
議
会｣

｢

開
か
れ
た
議

会｣
｢

行
動
す
る
議
会｣

の
三
つ
を
議
会
で
協

議
し
、
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
ず

｢

提
案
す
る
議
会｣

で
す
が
、
行
財
政

改
革
を
進
め
る
う
え
で
も
、
予
算
な
ど
の
重
要

事
項
に
対
し
、
事
前
に
議
会
か
ら
の
意
見
、
考

え
を
決
議
案
と
し
て
ま
と
め
、
可
決
し
、

行
政
に
示
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
に｢

開
か
れ
た
議
会｣

で
す
が
、
現
在
は
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
の
本
議
会
の
放
送
、
議
会

だ
よ
り
、
議
会
と
語
る
会
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
少
し
で
も
、
町
民
に
わ
か
り
や
す
い

透
明
で
信
頼
さ
れ
る
、
身
近
な
議
会
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
の

｢

行
動
す
る
議
会｣

で
す
が
、
各
議

員
が
調
査
研
究
、
公
聴
会
な
ど
直
接
出
向
き
、

多
く
の
町
の
人
と
意
見
を
交
換
で
き
る
仕
組
み

づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
、
多
く
の
方
と
接
し
、

町
民
目
線
で
、
町
民
の
代
弁
者
と
し
て
よ
り
一

層
、
議
会
で
発
言
で
き
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

若
輩
者
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
町
民
の
こ
と

を
第
一
に
考
え
、
議
員
各
位
と
活
発
に
議
論
・

協
議
し
な
が
ら
民
主
主
義
を
基
本
に
、
永
平
寺

町
議
会
発
展
、
ひ
い
て
は
永
平
寺
町
発
展
の
た

め
力
強
く
進
め
て
参
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
尚
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
就
任
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

行
動
す
る
議
会

議
長
・
副
議
長
就
任
ご
あ
い
さ
つ

議

長

河

合

永

充

副
議
長
就
任
に
当
た
り

議

長

酒

井

要

副
議
長
に
就
任
致
し
ま
し
た
。
今
後

二
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
就
任
に
当
た
り
思
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。
副
議
長
は
議
長
を
補
佐
し
、
ス

ム
ー
ズ
に
議
会
運
営
が
で
き
る
こ
と
に

心
が
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
特
に
副
議
長
は
議
会
運
営
委
員
の
委

員
長
と
な
る
こ
と
か
ら
、
議
会
が
順
調
に
ま
た
正
常
な
議
論
が
で
き

る
よ
う
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
議
会
改
革
委
員
会
も
設
置
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
今
後
は
開
か
れ
た
議
会
に
す
る
た
め
に
も
、
町
民
の

も
と
へ
議
会
が
出
向
き
町
民
の
声

(

意
見)

を
聞
く
こ
と
、
ま
た
議

会
は
ど
の
方
向
に
進
ん
で
い
る
の
か
を
検
証
し
て
い
く
こ
と
が
私
の

仕
事
だ
と
認
識
し
て
お
り
、
就
任
し
た
時
の
初
心
を
忘
れ
ず
職
務
に

徹
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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議 会 構 成
議 長 ・ 副 議 長

議 長 河 合 永 充 副 議 長 酒 井 要

常 任 委 員 会 ◎委員長 ○副委員長
総 務 常 任 委 員 会 教 育 民 生 常 任 委 員 会 産 業 建 設 常 任 委 員 会

◎伊 藤 博 夫 ◎金 元 直 栄 ◎多 田 憲 治
○渡 邊 善 春 ○長 岡 千惠子 ○小 畑 傳
齋 藤 則 男 上 坂 久 則 滝 波 登喜男
川 崎 直 文 松 川 正 樹 原 田 武 紀
長谷川 治 人 酒 井 要 川 治 孝 行
河 合 永 充 上 田 誠 竹 澤 一 敏

議 会 運 営 委 員 会
◎酒 井 要 ○伊 藤 博 夫 小 畑 傳
金 元 直 栄 齋 藤 則 男 長 岡 千惠子
多 田 憲 治 渡 邊 善 春

特 別 委 員 会
◆予算特別委員会委員

◎齋 藤 則 男 ○川 崎 直 文 外 議長を除く15名

◆議会広報特別委員会委員
◎松 川 正 樹 ○長谷川 治 人 小 畑 傳
滝 波 登喜男 金 元 直 栄 長 岡 千惠子
原 田 武 紀 川 崎 直 文 伊 藤 博 夫
上 田 誠 河 合 永 充

◆議会改革特別委員会委員
◎滝 波 登喜男 ○上 田 誠 小 畑 傳
金 元 直 栄 齋 藤 則 男 長 岡 千惠子
原 田 武 紀 松 川 正 樹 河 合 永 充

◆行財政改革特別委員会
◎上 坂 久 則 ○川 治 孝 行 川 崎 直 文
多 田 憲 治 長谷川 治 人 竹 澤 一 敏
渡 邊 善 春 伊 藤 博 夫 酒 井 要

◆温泉利活用特別委員会委員
◎多 田 憲 治 ○渡 邊 善 春 外 議長を除く15名

組 合 議 会 議 員
◆五領川公共下水道事務組合議会議員

小 畑 傳 長 岡 千惠子 原 田 武 紀
渡 邊 善 春

◆福井坂井地区広域市町村圏事務組合議会議員
河 合 永 充 酒 井 要 川 治 孝 行
川 崎 直 文

◆こしの国広域事務組合議会議員
滝 波 登喜男 齋 藤 則 男 上 坂 久 則
竹 澤 一 敏 松 川 正 樹

◆勝山・永平寺衛生管理組合議会議員
多 田 憲 治 長谷川 治 人 伊 藤 博 夫

◆福井県後期高齢者医療広域連合議会議員
河 合 永 充

まもなく落成・松岡小学校体育館



19号 永平寺町議会だより ( 4 )

振 興 計 画 項 目 振 興 計 画 に 係 る 町 の 政 策 予算措置 担 当 課

■ 健康で笑顔に満ちたまちづくり

健康づくりの支援 新規 健康福祉施設整備アドバイザリー委託業務 3,675 健康福祉施設整備室

子育て少子化対策の推進
拡充 インフルエンザ予防接種助成事業

(１歳～中学校修了まで) 3,814 福祉保健課

新規 イベントキッズナーサリー事業 960 子育て支援課

小 計 8,449

■ 健やかに育ち､ 心豊かな人づくり

学校教育の充実 新規 松岡小学校体育館落成記念事業 571 学校教育課

学校施設の改修

拡充 松岡小学校校舎改修工事 18,022 学校教育課

新規 松岡小学校グラウンド改修実施設計業務 1,538 学校教育課

新規 松岡中学校特別教棟トイレ改修工事 11,798 学校教育課

生涯スポーツの推進 拡充 永平寺河川公園進入防止柵設置事業 1,785 建設課

小 計 33,714

■ 快適で便利性の高いまちづくり

公共交通体系の整備と利用促進 拡充 永平寺線跡地遊歩道整備及び永平寺口駅周辺整
備詳細設計業務 85,000 企画財政課

小 計 85,000

■ にぎわいのある活力豊かなまちづくり

商工業の振興 拡充 わがまちにこにこ買い物支援事業 9,900 商工観光課

農商工業の振興 新規 永平寺農商工ブランド発信協議会補助金 5,100 農林課

観光の振興 新規 永平寺町魅力発信事業 (季刊福楽からの情報発信) 357 商工観光課

小 計 15,357

■ 計画の推進にむけて
行政運営の充実

(行政改革の推進) 新規 松岡福祉会館解体工事 27,510 監理課

小 計 27,510

■ 緊急雇用創出事業

緊急雇用創出事業 新規

〈町の実施する６事業〉
①家屋データ現地確認作業業務
②祖跡コース草刈整備事業
③えちぜん鉄道沿線環境美化業務
④道路台帳統合業務
⑤登校支援員配置事業
⑥町内史跡維持管理業務

10,133
2,210
24,042
63,063
1,875
2,500

税務課
商工観光課
建設課
学校教育課
生涯学習課

小 計 103,823

合 計 273,853

平成22年度6月補正予算における主な政策 (個表) (単位・千円)

66月月定定例例議議会会報報告告平成22年

第3回

先の6月定例議会において､ 行財政改革を推進し､ 本町の輝かしい将来を見据えた政策を展開す
るため､ 政策的事業や新規事業を中心とした､ いわゆる ｢肉付け予算｣ として総額3億1,864万8
千円の一般会計補正予算 (第1号) を議決いたしました｡
多様化する住民ニーズに対応した､ 活気あるまちづくりを推進するため､ 町の総合振興計画のテー
マである ｢うるおい・やすらぎ・人がきらめくまち｣ に沿うように､ メリハリのある事業を中心に
新規15事業､ 拡充14事業が補正予算の主なものとなっています｡
主なものは以下のとおりです｡
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8月より新スタートのメンバーです 

�
�

�

抱
負
…
議
員
と
し
て
の
初
心
を
忘
れ
ず
、

こ
れ
か
ら
も
広
く
町
民
の
声
を
聞

き
、
町
民
の
目
線
で
思
考
・
行
動

し
て
頑
張
り
ま
す
。『

人
間

(

じ

ん
か
ん)

万
事
塞
翁
が
馬』

趣
味
…
音
楽
鑑
賞
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

�
�
�
�
	

抱
負
…
地
球
環
境
問
題
や
少
子
高
齢
化
、

財
政
赤
字
な
ど
、｢

大
変
な
時
代｣

だ
か
ら
こ
そ
、
大
切
な
こ
と
は
、

町
政
に
対
し
て
み
ん
な
が
無
関
心

に
な
ら
な
い
こ
と
。
�
変
え
る
勇

気
、
続
け
る
根
気
�
で
頑
張
り
ま

す
。



�
�



抱
負
…
く
ら
し
、
福
祉
、
教
育
を
第
一
に
、

暮
ら
し
や
す
い
町
を
め
ざ
し
て
、

今
ま
で
同
様
、
表
も
裏
も
な
く
、

住
民
の
み
な
さ
ん
の
思
い
と
共
に

あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

趣
味
…
山
歩
き
、
写
真
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

�
�
�
	

抱
負
…
基
本
理
念
は
、｢

一
生
懸
命｣

住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
、
住
ん
で

み
た
い
町
の
実
現
に
、
柔
軟
な
思

考
で
新
し
い
町
づ
く
り
の
原
動
力

に
な
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

座
右
の
銘
…

｢

努
力
に
勝
る
敵
は
な
し｣

�
�
�
�
�

抱
負
…
Ｏ
Ｌ
時
代
に
修
得
し
た
こ
と
は
、

｢

分
刻
み
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
消

化
す
る｣

｢

い
つ
も
元
気
で
ハ
ツ

ラ
ツ
と
し
て
い
る｣

｢

意
見
は
は
っ

き
り
言
う｣

｢

言
っ
た
事
は
行
動

す
る｣

こ
と
で
す
。
女
性
ら
し
い

感
性
と
視
点
で
行
動
し
ま
す
。

趣
味
…
旅
行

�
�
�
�

抱
負
…
昨
年
と
今
年
実
施
し
た
区
長
会
の

皆
様
と
の

｢

議
会
報
告
会｣

を
、

町
民
の
皆
様
と
の
直
接
対
話
に
深

度
化
し
て
、
少
し
で
も
町
民
の
意

思
に
沿
っ
た
町
づ
く
り
を
実
現
す

る
た
め
に
、
全
力
を
傾
注
す
る
決

意
で
す
。

�
�
�
�

抱
負
…
数
年
来
、
中
部
縦
貫
道
路
、
機
能

補
償
道
路
の
早
期
着
工
と
完
成
に

向
け
鋭
意
努
力
し
て
参
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
沿
線
集
落
の
要
望
事
項

が
一
つ
で
も
多
く
実
現
で
き
る
よ

う
地
域
の
協
力
の
下
に
頑
張
っ
て

参
り
ま
す
。

趣
味
…
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

�
�
�
�

抱
負
…
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

ま
ち
を
目
指
し
て
、
皆
様
の
ご
意

見
を
い
た
だ
き
、
現
場
・
現
状
を

し
っ
か
り
と
見
、
改
め
る
べ
き
事

を
明
か
に
し
ま
す
。
そ
し
て
ス
ピ
ー

デ
ィ
に
実
行
し
ま
す
。

趣
味
…
釣
り

(

昨
シ
ー
ズ
ン
よ
り
鮎
釣
り

を
始
め
ま
し
た)

 
�
!
�

抱
負
…
こ
の
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
、
特

に
若
者
の
雇
用
ま
た
、
す
み
ず
み

ま
で
均
衡
の
と
れ
た
地
域
の
発
展

を
望
む
。

趣
味
…
見
知
ら
ぬ
町
へ
の
旅
行

家
庭
菜
園
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�
�
�
�

抱
負
…
町
政
は
町
民
の
為
に
、
目
線
は
町

民
の
立
場
で
、
議
員
活
動
の
行
動

規
範
と
し
て
努
め
ま
す
。
現
場
主

義
・
町
民
と
の
対
話
を
通
し
、
ご

意
見
・
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
福

祉
を
中
心
に
活
動
派
議
員
と
し
て

頑
張
り
ま
す
。

�
�
�
	



抱
負
…
選
挙
期
間
中
に
賜
っ
た
支
持
者
の

皆
様
の
�
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
�

の
声
援
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
初

心
を
忘
れ
ず
皆
様
と
心
一
つ
に
な

り
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

趣
味
…
今
は
盆
栽
に
水
や
り

�
�


�

抱
負
…
町
民
の
目
線
に
立
ち
、
公
平
公
正

に
そ
の
権
限
を
行
使
し
、
利
害
の

あ
い
反
す
る
問
題
や
意
見
の
対
立

す
る
問
題
等
に
つ
い
て
は
、
一
部

の
人
の
利
害
で
は
な
く
、
町
民
全

体
の
利
益
に
つ
い
て
考
え
、
行
動
・

発
言
し
判
断
し
て
い
き
た
い
。

�
�
�
�

抱
負
…
二
十
六
歳
の
時
、
初
め
て
選
挙
に

挑
戦
し
た
時
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
は

｢

若
さ
と
情
熱
と
行
動
力
の

松
川｣

で
し
た
。
若
さ
は
取
り
返

し
が
つ
き
ま
せ
ん
が
、
情
熱
と
行

動
力
は
ま
す
ま
す
盛
ん
な
つ
も
り

で
す
。

趣
味
…
コ
ー
ラ
ス
、
映
画

�
�
�
�

抱
負
…�

町
民
中
心
に
考
え
た
町
議
会
の
あ

り
方

�
笑
顔
が
た
え
な
い
町
づ
く
り

�
十
年
、
二
十
年
先
の
町
の
姿

�
歴
史
と
文
化
を
守
り
、
町
民
が
よ

ろ
こ
ん
で
住
む
永
平
寺
町

趣
味
…
山
登
り�

�
�
�

抱
負
…
新
た
な
気
持
ち
で
永
平
寺
町
発
展

の
た
め
十
分
に
議
論
し
合
い
、
野

球
で
鍛
え
た
精
神
力
、
行
動
力
で

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
と
町
民
の

幸
せ
を
第
一
に
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

好
き
な
言
葉
…
一
生
懸
命

趣
味
…
運
動

�
�

�

抱
負
…

｢

議
会
は
住
民
の
も
の｣

を
基
本

に
、
地
方
自
治
や
議
会
の
あ
り
方

と
役
割
を
明
確
に
し
、
変
革
と
そ

し
て
町
民
に
開
か
れ
た
議
会
、
関

心
を
寄
せ
て
く
れ
る
議
会
を
目
指

し

｢

一
意
専
心｣

頑
張
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

�
�

�

抱
負
…
私
は
町
民
と
行
政
と
の
間
の
パ
イ

プ
役
に
徹
す
る
。
特
に
弱
者

(

障

が
い
者
、
高
齢
者
、
子
ど
も)

等

住
み
や
す
い
町
に
し
た
い
。
農
業
、

商
業
、
工
業
の
発
展
に
も
意
欲
を

も
っ
て
努
力
し
た
い
。

趣
味
…
一
人
旅
、
今
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

�
 
!
"

抱
負
…
将
来
を
見
据
え
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
町
づ
く
り
の
た
め
、
初
志
を

忘
れ
ず
客
観
的
な
物
の
見
か
た
の

で
き
る
町
議
会
議
員
と
し
て
、
が

ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

趣
味
…
古
武
道
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

映
画
鑑
賞

(

議
席
順
に
掲
載)

平成22年 第4回永平寺町議会定例会開会

日 程 77日・78日・79日 一般質問
79日・10日 予算特別委員会
13日・14日 各常任委員会
73日・14日・15日・16日 議案審議

……………
………………
…………………

……

場 所 本庁役場3階 議場

※日程などについては､ 変更になる場合がありますので､
あらかじめご了承願います｡
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六
月
三
日
開
会
の
六
月
定
例
議

会
の
本
会
議
に
お
い
て
、
当
委
員

会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
平
成
二
十

二
年
の
補
正
予
算
案
は
、
六
月
十

日
、
十
二
日
の
二
日
間
に
わ
た
り

予
算
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、
慎

重
に
審
議
し
審
査
を
い
た
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

歳
入
歳
出
総
額
、
三
億
一
八
六

四
万
八
千
円
を
増
額
す
る
、
平
成

二
十
二
年
度
永
平
寺
町
一
般
会
計

補
正
予
算
は
、
行
財
政
改
革
さ
ら

に
推
進
し
、
永
平
寺
町
の
輝
か
し

い
将
来
を
見
据
え
た
施
策
を
展
開

す
る
た
め
に
、
多
様
化
す
る
住
民

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
活
気
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
予

算
と
し
て
提
案
さ
れ
、
当
初
予
算

と
合
わ
せ
て
、
三
十
六
の
新
規
事

業
、
二
十
の
拡
大
事
業
の
政
策
的

な
事
業
予
算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

主
な
内
容
は
、
防
災
対
策
と
し

て
、
松
岡
地
区
の
同
報
防
災
無
線

の
整
備
計
画
策
定
費
四
〇
〇
万
円
、

京
福
線
跡
地
の
遊
歩
道
整
備
の
第

一
期
工
事
費
六
六
四
〇
万
円
、
役

場
本
庁
舎
の
耐
震
診
断
二
四
〇
万

円
、
松
岡
福
祉
会
館
の
解
体
工
事

費
二
七
五
一
万
円
、
緊
急
雇
用
事

業
を
活
用
し
た
家
屋
デ
ー
タ
ー
の

現
地
確
認
業
務
費
一
〇
一
三
万
円
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
拡

充
と
し
て
一
歳
か
ら
十
五
歳
の
子

ど
も
た
ち
に
も
実
施
す
る
た
め
三

八
一
万
円
の
増
、
新
製
品
の
開
発

日
夜
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
企
業
を
支

援
す
る
事
業
費
二
五
〇
万
円
、
商

工
会
プ
レ
ミ
ア
買
い
物
券
の
補
助

九
九
〇
万
円
、
祖
蹟
コ
ー
ス
の
整

備
費
二
二
一
万
円
、
永
平
寺
ブ
ラ

ン
ド
の
推
進
を
図
る
た
め
の

｢

産

業
フ
ェ
ア｣

の
開
催
等
に
五
一
〇

万
円
、
学
校
校
舎
改
修
工
事
費
一

九
一
一
万
円
等
の
補
正
予
算
で
あ

り
ま
す
。

こ
の
補
正
の
中
、
健
康
福
祉
施

設

(

温
泉)
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業

務
委
託
料
三
六
七
万
五
千
円
が
計

上
さ
れ
た
件
は
、
議
会
で
議
論
を

尽
く
さ
れ
て
い
な
い
、
改
選
後
の

新
議
会
で
議
論
し
判
断
す
る
ま
で

凍
結
す
べ
き
と
の
意
見
も
あ
っ
た

が
、
理
事
者
側
か
ら
、
こ
の
予
算

の
執
行
に
つ
い
て
は
、
議
会
と
十

分
協
議
し
執
行
す
る
と
の
旨
の
回

答
が
あ
り
、
短
日
間
で
は
あ
っ
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
集
中
的
に
審
議
を

尽
く
し
、
賛
成
多
数
で
決
定
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

予算特別委員会報告 予算特別委員会
副委員長 齋 藤 則 男

議員バッジは､ 着用すべきか？ 否か？
議員バッジは初めて議員となった時､ ｢議員必携｣

という本とあわせて､ 支給されますが､ 実態は身につ
ける人､ つけない人いろいろです｡ 特に暑い時期は上
着を着用しないので､ つけていないのが多いようです｡
かねてより､ 私どもの中で議論がありましたが､ 8

月の全員協議会でも､ 議員バッジをつけて､ 本会議場
に入室すべきか否かの論議がありました｡
意見は､ 概ね3通りに分かれました｡ 町民への重い

責任からバッジを着用するべき｡ 各議員の判断に任せ
るべき｡ 権威の象徴､ 政治的信条で着用したくないな
どです｡
国会では､ 身分証の代わりにバッジを着用していな
いと､ 本会議場に入場できないという着用の義務があ
りますが､ 地方議会では会則等で決めないかぎり､ 義
務はありません｡
いろいろな意見がありますが､ 今回議員バッジ着用
にこだわる議員からの発言で､ 熱い議論になりました｡
町民の皆さん､ どう思われますか｡

涼しさを感じる玲瓏
れいろう

の滝 (大本山永平寺)



小
畑

人
口
が
二
万
人
を
切
っ
て
し
ま
い
、

今
後
も
二
万
人
前
後
で
推
移
す
る
か
と
思

い
ま
す
。
そ
の
様
な
中
、
地
域
間
競
争
で

遅
れ
を
取
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
は
地
理
的
条
件
や
環
境
条
件
な

ど
恵
ま
れ
て
い
る
所
を
全
面
に
出
す
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
吉
野
地
区

で
す
が
、
県
都
福
井
市
に
一
番
近
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
袋
小
路
の
よ
う
な
状
態
で
学

校
の
児
童
数
を
見
て
も
伸
び
悩
ん
で
い
ま

す
。
私
は
福
井
市
と
の
接
点
で
あ
る
、
納

戸
坂
の
開
発
を
い
そ
が
な
け
れ
ば
、
吉
野

地
区
の
発
展
が
見
え
な
い
と
思
い
ま
す
。

建
設
課
長

納
戸
坂
線
は
平
成
十
六
年
度

か
ら
遺
跡
調
査
な
ど
に
着
手
し
、
平
成
二

十
一
年
度
ま
で
五
ケ
年
を
か
け
て
町
施
工

部
分
が
完
成
し
ま
し
た
。
今
後
と
も
早
期

着
工
に
む
け
土
木
事
務
所
や
福
井
市
と
協

議
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
長

今
県
の
考
え
方
は
稲
津
松
岡
線
バ

イ
パ
ス
を
早
く
や
り
、
二
十
五
年
度
の
供

用
開
始
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
町

で
は
四
億
円
ほ
ど
の
事
業
を
予
定
し
、
バ

イ
パ
ス
や
荒
川
改
修
な
ど
を
見
な
が
ら
県
・

福
井
市
と
の
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

原
田

標
記
の
件
は
、｢

区
長
と
議
会
の

懇
談
会｣

で
、
毎
年
か
な
ら
ず
出
て
く
る

要
望
で
あ
る
。
六
階
建
て
の
町
営
高
層
ア

パ
ー
ト
も
建
設
さ
れ
、
災
害
時
に
は
、
消

防
ハ
シ
ゴ
車
等
、
大
型
車
の
通
行
問
題
も

課
題
で
あ
る
。
何
と
か
解
決
で
き
な
い
の
か
。
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小
畑

傳議
員

納
戸
坂
の
開
発
は

他
に

｢

新
資
料
館
の
運
営
は｣

と

｢

河
川

公
園
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス｣

を
質
問
。

原
田

武
紀議

員

松
岡
越
坂
地
区
入
口
道
路
の
拡
幅

整
備
。
何
と
か
で
き
な
い
の
か

町道吉野74号線 (納戸坂線)

越 坂 交 差 点

6月定例議会

一 般 質 問
平成22年度第3回定例会において､ 12名の議員が町政治全般について
一般質問を行いました｡ 質疑と答弁は次のとおりです｡
一般質問は議事録にもとづき質問議員がまとめています｡



町
長

私
も
交
差
点
改
良
が
最
善
策
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
県
道
所
管
の
県
へ
は
毎

年
要
望
し
て
い
ま
す
の
で
、
県
も
必
要
性

は
理
解
し
て
い
ま
す
。
家
屋
の
移
転
問
題

の
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
打
開
策
を
検
討

し
な
が
ら
、
今
後
も
県
へ
の
要
望
を
強
め

る
等
、
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

竹
澤

地
域
振
興
の
一
環
と
し
て
、
標
記

の
委
員
会
が
両
地
区
合
同
で
設
置
さ
れ
た
。

委
員
会
が
な
か
っ
た
と
き
と
比
べ
、
県
や

町
に
お
け
る
地
域
に
対
す
る
協
力
体
制
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

建
設
課
長

当
地
区
で
は
昨
年
よ
り
山
林

の
境
界
確
認
を
実
施
し
、
今
年
は
筆
界
確

認
書
の
押
印
作
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

対
策
委
員
会
の
協
力
を
得
な
が
ら
境
界
も

ほ
ぼ
確
定
し
、
用
地
買
収
に
向
け
た
交
渉

へ
大
き
く
前
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

竹
澤

公
共
施
設
の
窓
口
で
、
職
員
の
対

応
等
、
町
の
方
針
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

福
祉
保
健
課
長

障
が
い
者
の
来
庁
に
際

し
て
は
、
状
況
に
応
じ
窓
口
職
員
が
対
応

し
て
い
ま
す
が
、
施
設
に
よ
っ
て
は
、
窓

口
か
ら
玄
関
が
見
え
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、

安
心
で
き
る
よ
う
な
対
応
が
で
き
る
よ
う

に
と
指
導
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

河
合

競
技
開
催
の
誘
致
に
向
け
て
の
取

り
組
み
は
。

生
涯
学
習
課
長

施
設
の
調
査
等
を
行
い
、

県
に
希
望
し
て
い
き
ま
す
。

河
合

各
大
学
と
の
交
流
、
特
色
が
な
い

よ
う
に
思
う
が
、
町
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

企
画
財
政
課
長

地
域
的
な
特
徴
を
生
か

し
て
、
相
互
協
力
に
よ
る
町
づ
く
り
を
構

築
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
町
、

町
内
の
企
業
者
、
大
学
が
相
互
に
交
流
す

る
産
学
官
連
携
も
図
り
な
が
ら
、
地
域
経

済
の
活
性
化
を
高
め
て
い
く
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
。

合
併
し
て
二
万
千
人
、
十
年
後
に
二
万

四
千
人
の
は
ず
が
、
つ
い
に
二
万
人
を
割
っ

て
し
ま
っ
た
。
人
口
増
の
は
ず
が
人
口
減

に
。
人
口
増
作
戦
が
全
く
見
え
て
い
な
い
。

人
口
は
パ
イ
の
奪
い
合
い
。
要
は
ど
れ
だ

け
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
か
に
か

か
っ
て
い
る
。
も
う
少
し
本
気
に
な
っ
て

ほ
し
い
。

志
比
北
小
の
児
童
数
が
四
年
後
に
は
三

十
一
人
に
な
る
と
い
う
。
そ
れ
で
も
統
廃

合
し
な
い
と
い
う
な
ら
、
区
画
整
理
や
宅

地
開
発
を
町
の
手
で
実
施
す
べ
き
で
、
小

手
先
的
な
教
員
の
確
保
で
は
問
題
を
先
送

り
し
て
い
る
だ
け
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

吉
野
や
御
陵
地
区
の
成
功
例
を
生
か
し
て

ほ
し
い
。
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｢

公
的
資
金
補
償
金

(

借
金
の
金
利
分)

免
除
の
繰
上
償
還
措
置
の
三
年
間
延
長
の

活
用
は
し
な
い
の
か
。｣

｢

松
岡
福
祉
会
館

解
体
後
の
跡
地
活
用
策
は
�｣

も
質
問
し

ま
し
た
。

竹
澤

一
敏議

員

轟
・
飯
島
地
区
中
部
縦
貫
自
動

車
道
・
機
能
補
償
道
路
工
事
対

策
委
員
会
の
設
置
に
よ
る
効
果
は

公
共
施
設
を
利
用
す
る
視
覚
障

が
い
者
等
の
対
応
に
つ
い
て

河
合

永
充議

員

福
井
国
体
に
向
け
て

県
立
大
学
・
福
大
医
学
部
と
特

色
あ
る
交
流
を

松
川

正
樹議

員

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
不

可
欠
な
こ
と



こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
手
法
と
し

て
、
意
図
的
に
計
画
的
に
に
ぎ
わ
い
性
の

・
・
・
・
・

あ
る
核
づ
く
り
が
不
可
欠
。
旧
上
志
比
や

旧
永
平
寺
に
は
、
そ
れ
に
近
い
計
画
が
あ

る
が
、
松
岡
に
は
全
く
な
い
。
松
小
体
育

館
の
建
設
や
松
岡
公
園
の
整
備
で
は
、
中

心
的
な
核
づ
く
り
に
な
る
は
ず
が
あ
り
ま

せ
ん
。

議
員
と
し
て
町
民
の
皆
様
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
四
年
間
、
公
約
に
掲
げ
た
事
項
、
議

員
活
動
理
念
を
念
頭
に
質
問
し
て
き
ま
し

た
。
福
祉
と
は
何
ぞ
や
、
町
民
一
人
ひ
と

り
の
幸
福
た
る
生
活
体
感
の
実
現
の
た
め

に
、
為
政
遂
行
に
邁
進
す
る
こ
と
が
議
員

活
動
へ
課
せ
ら
れ
た
任
務
と
確
信
し
、
今

回
も
、
生
活
実
感
・
安
心
で
き
る
ソ
ー
シ
ャ

ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
創
り
へ
の
視
点
か
ら

次
の
四
点
を
質
問
し
ま
し
た
。

①
不
況
の
土
木
業
界(

永
平
寺
町
内
業
者)

の
受
注
方
策
と
分
離
発
注
の
考
え
方
に

つ
い
て

②
永
平
寺
ブ
ラ
ン
ド
創
生
・
強
化
の
た
め
、

具
体
的
な
方
策
と
現
況
に
つ
い
て

③
健
康
施
設

(

永
平
寺
温
泉)

の
進
捗
状

況
を
問
う

④
独
居
・
老
々
世
帯
の
増
加
等
の
現
況
と

対
策
に
つ
い
て

松
本
町
政
の
根
源
で
あ
る

｢

永
平
寺
町

全
体
の
隅
々
ま
で
に
至
る
均
衡
あ
る
発
展｣

マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
遂
行
の
実
現
化
及
び
町

長
の
信
念
を
感
じ
ま
し
た
。

小
玉

町
民
の
代
表
で
あ
る
区
長
さ
ん
か

ら
の
要
望
等
と
議
員
か
ら
の
要
望
に
つ
い

て
、
行
政
の
対
応
の
仕
方
に
違
い
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長

要
望
に
つ
い
て
は
早
急
に
対

応
で
き
る
事
項
、
調
査
を
必
要
と
す
る
こ

と
、
予
算
を
必
要
と
す
る
場
合
等
が
あ
り

ま
す
の
で
、
区
長
さ
ん
と
連
絡
を
し
な
が

ら
要
望
に
応
え
る
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

小
玉

上
志
比
の
給
食
セ
ン
タ
ー
の
能
力

を
考
え
、
他
の
学
校
と
の
併
合
を
考
え
て
は
。

学
校
教
育
課
長

合
併
当
時
話
が
出
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
実
施
に
向
か
っ
て

の
協
議
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

教
育
長

給
食
セ
ン
タ
ー
方
式
に
つ
い
て

は
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
あ
り
ま
し
て
、

財
政
的
な
考
え
も
あ
り
ま
す
が
、
で
き
る

こ
と
な
ら
現
在
の
自
校
方
式
で
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

齋
藤

町
長
は
、
こ
れ
か
ら
の
、
こ
の
永
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上
坂

久
則議

員

小
玉

益
雄議

員

町
長
の
要
望
等
の
対
応
の
仕
方

に
つ
い
て

学
校
給
食
の
統
合
を
考
え
て
は

齋
藤

則
男議

員

永
平
寺
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

中学生の海外派遣出発式

解体が決まった福祉会館 (松岡)



平
寺
町
を
ど
の
よ
う
な
町
に
し
た
い
か
、

そ
の
構
想
と
い
う
か
、
率
直
な
そ
の
お
考

え
、
お
気
持
ち
を
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

町
長

永
平
寺
町
の
持
ち
味
と
い
い
ま
す

か
、
非
常
に
優
れ
た
点
が
い
っ
ぱ
い
あ
り

ま
す
。
大
学
、
大
本
山
永
平
寺
、
福
井
市

に
近
い
立
地
条
件
、
そ
う
い
う
中
で
、
人

口
の
減
ら
な
い
町
を
ど
の
よ
う
に
し
て
つ

く
る
か
と
い
う
こ
と
が
一
番
大
き
な
課
題

で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

金
元

本
来
な
ら
、
地
域
の
振
興
策
は
地

域
の
自
治
組
織
が
考
え
る
べ
き
だ
が
、
自

治
組
織
の
育
成
も
取
り
組
ま
れ
て
い
な
い

状
況
下
で
は
、
行
政
に
よ
る
、
積
極
的
な

働
き
か
け
は
重
要
だ
。

旧
松
岡
で
は
、
清
流
地
区
等
と
行
政
が

か
か
わ
っ
た
宅
地
開
発
が
多
い
。
現
在
、

人
口
減
や
子
ど
も
の
減
で
悩
ん
で
い
る
地

区
の
人
々
へ
、
行
政
に
よ
る
働
き
か
け
は

緊
急
の
課
題
だ
。

企
画
財
政
課
長

人
口
増
対
策
は
最
も
重

要
な
施
策
の
一
つ
で
す
。
松
岡
地
区
で
は

都
市
計
画
法
に
基
づ
く
清
流
地
区
等
の
開

発
を
行
っ
て
き
た
こ
と
は
、
大
き
な
成
果

が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
、
地
域
振
興
や
活
性
化
を
図
る
た

め
、
住
民
の
協
力
を
得
な
が
ら
共
に
考
え

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

上
田

推
進
に
当
た
っ
て
は
委
員
会
の
活

動
と
、
地
域
を
巻
き
込
む
運
動
体
制
が
重

要
。
ま
た
、
同
宣
言
都
市
は
町
内
外
に
意

思
表
示
と
今
後
の
方
向
性
を
約
束
す
る
も

の
。
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
柱
の
一

つ
と
す
べ
き
で
あ
る
。

町
長

男
女
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
新

た
に
設
立
し
、
活
動
の
推
進
を
図
っ
て
い

る
。
宣
言
都
市
の
事
業
を
機
会
に
、
気
運

を
高
め
町
全
体
に
浸
透
す
る
よ
う
体
制
づ

く
り
を
図
り
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
推

進
す
る
。

滝
波

区
長
さ
ん
と
の
懇
談
会
で
、
温
浴

施
設
の
意
見
が
多
数
出
さ
れ
た
。
上
志
比

地
区
の

｢

も
っ
と
早
く
、
も
っ
と
充
実
し

て｣

に
対
し
、
松
岡
・
永
平
寺
地
区
で
は
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こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
、
計

画
的
な
町
道
整
備
が
で
き
な
い
も
の
か
、

農
業
後
継
者
の
育
成
等
、
積
極
的
な
町
の

農
業
施
策
に
つ
い
て
、
そ
し
て
、
雇
用
、

消
費
拡
大
に
よ
る
経
済
の
活
性
化
等
、
商

工
業
の
振
興
策
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ

担
当
課
長
に
質
問
を
い
た
し
ま
し
た
。

金
元

直
栄議

員

行
政
に
よ
る
、
地
域
に
合
っ
た

振
興
策
の
提
案
を

他
の
質
問
項
目
は
、
②
奨
学
金
制
度
の

創
設
で
、
学
び
へ
の
支
援
を
。
③
公
共
事

業
は
で
き
る
限
り
町
内
の
業
者
へ
。
④
介

護
保
険
で
の
生
活
支
援
を
。
⑤
温
泉
問
題
。

上
田

誠議
員

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
、
推
進
の
充
実
と
拡
大
で

地
域
の
活
性
化
を
�

そ
の
他
の
質
問
と
し
て
、｢

農
家
へ
の

戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対
策
は
万
全
を
�｣

｢

地
域
力
の
ア
ッ
プ
と
な
る

『

わ
が
ま
ち

自
慢
の
ふ
る
さ
と
大
賞』

や

『

産
業
フ
ェ

ア』

事
業
の
充
実
と
発
展
を
�｣

｢

永
平

寺
口
駅
周
辺
整
備
計
画
、
京
福
線
跡
地
整

備
計
画
は
、
住
民
と
と
も
に
意
向
や
要
望

に
沿
っ
た
も
の
に
�｣

を
質
問
し
ま
し
た
。

滝
波
登
喜
男議

員

温
浴
施
設
建
設
に
つ
い
て

男 女 共 同 参 画



｢

町
財
政
上
心
配
だ
。
も
っ
と
町
民
の
意

見
を
聞
い
て｣

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

町
の
認
識
と
違
い
が
あ
る
の
で
は
。

町
長

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
こ
れ
ま
で
の

考
え
方
が
あ
り
、
そ
れ
を
大
事
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
四
年
間
か
け
て
三
地
域

の
区
長
会
や
老
人
会
、
女
性
団
体
等
に
説

明
を
し
、
ご
理
解
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

滝
波

将
来
の
町
財
政
を
思
う
と
、
本
当

に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
ま
だ

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長

す
ば
ら
し
い
泉
質
の
温
泉
を
利
用

し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
で
明
る
い

生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
非
常
に

大
事
で
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
事
業
で
も
、
負

担
が
な
け
れ
ば
仕
事
は
前
に
進
み
ま
せ
ん
。

総
務
課
長

平
成
二
十
一
年
度
ふ
る
さ
と

納
税
額
に
つ
い
て
は
、
六
十
万
四
千
五
百

円
の
十
九
件
で
あ
り
、
永
平
寺
町
ま
ち
づ

く
り
基
金
に
積
み
立
て
を
し
て
お
り
ま
す
。

企
画
財
政
課
長

｢

え
い
へ
い
じ
３
人
っ
子｣

す
く
す
く
応
援
事
業
等
や
学
校
教
育
の
充

実
に
よ
る
ソ
フ
ト
面
の
充
実
、
生
活
道
路

を
初
め
と
す
る
道
路
網
の
整
備
、
宅
地
開

発
、
企
業
誘
致
等
の
ハ
ー
ド
面
の
整
備
な

ど
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

環
境
課
長

地
球
環
境
の
保
全
を
基
本
目

標
に
地
域
温
暖
化
対
策
を
す
る
た
め
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
増
加
、
化
石
燃
料
資
源
の
枯
渇
、

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
増
加
、
地
球
温

暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
の
発
生
で
あ
り
、

こ
れ
ら
早
急
な
る
対
策
が
必
要
と
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
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他
の
質
問
は
、『

景
気
低
迷
の
中
、
地

元
業
者
育
成
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。』

『

県
立
大
学
前
県
道
の
交
通
渋
滞
解
消
を』

で
す
。

伊
藤

博
夫議

員

ふ
る
さ
と
納
税
額
と
、
そ
の
使

わ
れ
方
は

人
口
二
万
人
割
れ
に
な
ら
な
い

方
策
は

永
平
寺
町
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

議
会
の
情
報
を
永
平
寺
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す

ア
ド
レ
ス
は

http://w
w
w
..tow

n.eiheiji.lg.jp
(

永
平
寺
町
役
場)

[

住
民
サ
ー
ビ
ス]

↓[

行
政
情
報
・
議
会]

↓

[

議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ] 今

回
改
選
を
機
に
、
議

会
だ
よ
り
編
集
の
メ
ン
バ
ー

が
十
一
名
に
増
え
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
し
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
の
さ
ら
な
る
有
効
活
用
も
仕
事
に

加
え
、
議
会
広
報
特
別
委
員
会
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

新
人
議
員
か
ら
の
厳
し
い
意
見
か
ら

も
、
紙
面
刷
新
の
必
要
性
を
痛
感
し
、

徐
々
に
で
す
が
、
大
胆
な
変
更
を
実
行

す
る
つ
も
り
で
す
。
と
に
か
く
住
民
の

み
な
さ
ん
が
手
に
取
っ
て
み
た
く
な
り
、

か
つ
読
ん
で
み
た
く
な
る
紙
面
づ
く
り

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
私
達
自
身
が
研

修
に
励
み
、
全
委
員
が
真
剣
に
相
談
、

議
論
し
、
全
国
の
優
秀
な
議
会
だ
よ
り

に
負
け
な
い
も
の
を
目
指
す
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
い
い
も
の
を
つ
く

る
た
め
に
は
、
ま
た
税
金
の
ム
ダ
使
い

に
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に
も
、
住
民
の

皆
さ
ん
の
率
直
な
ご
批
判
も
不
可
欠
で

す
。
素
直
に
耳
を
傾
け
ま
す
の
で
、
ど

う
か
い
ろ
い
ろ
と
ご
忠
告
く
だ
さ
い
ま

せ
。
お
願
い
し
ま
す
。

(

松
川
記)

議
会
広
報
特
別
委
員
会
委
員

委
員
長

松

川

正

樹

副
委
員
長

長
谷
川

治

人

委

員

伊
藤

博
夫
・
小
畑

傳

金
元

直
栄
・
上
田

誠

河
合

永
充
・
川
崎

直
文

滝
波
登
喜
男
・
長
岡
千
惠
子

原
田

武
紀

編 集
記後
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